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子どもの人権110番 問奈良地方法務局人権擁護課 ℡０７４２（23）５４５７

いじめ・体罰・不登校・児童虐待などの
子どもの人権に関わる問題全般につい
て、無料・秘密厳守で相談に応じます。

8月23日(水)～8月29日(火)
8時30分～19時まで（土日は10時～17時まで）

全国一斉「子どもの人権110番」（フリーダイヤル）　

　　　　℡０１２０（007）１１０
※携帯電話使用可、一部のIP電話使用不可

◆対　象　県内在住の児童・生徒、その保護者
◆相談員　人権擁護委員、法務局職員

困っていることが
あったら、電話してね。
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日常の何気ない出来事や、お祭りなどのイベントご
と、風景写真など、投稿内容は何でもOKです。写真の
電子データと内容の説明文（100文字程度）を右記メ
ールアドレスまでお送りください。（先着順で掲載）
（公序良俗に反する内容や営利目的の広告等は掲載できま
せん。）

「よしのコレクション」に掲載する投稿記事を募集しています
 応 募 方 法
●メールアドレス　cvy@town.yoshino.lg.jp  へ
●住所・氏名・日中連絡の取れる電話番号 明記
●横長の写真（横構図）でお願いします。
●吉野町にゆかりのある方ならどなたでも応募可
問政策戦略課 広報広聴室　℡（32）９０９０

町 の 人 口
6月末現在登録人口

人口合計 人
男性 人2,813
女性 人3,2976,110 世帯数 （-6世帯）  内訳

増加 8世帯
減少14世帯

転入　5人
転出 11人

世
帯3,０64
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よしコレ
住民のみなさんからの
投稿ページ　＃60

上市在住

島 さん

六軒町に新しい仲間が増えました。

紋付袴、白無垢の二人に、近所の人達も、

熱烈歓迎！お幸せに！

６月24日に行った町職員災害図上訓練（町中央公民館）
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非常用 自宅が被災した時や、被災する可能性があるときは安全な場所に避難し、避難生活を送ること

になります。非常時に持ち出すものをバッグなどに入れ、すぐに持ち出せるよう準備しましょう。持ち出しリスト

飲料 タオル類 携帯トイレ マスク 衣類大きなビニール袋
懐中電灯
（電池含む）

携帯ラジオ
（防災ラジオ）

食料品
（缶詰、ビスケット等）

救急用品
（ばんそうこう、
包帯、消毒液など）

持病の薬、メガネ
アレルギー食など
自分に必要なもの

赤ちゃん用品、生理用品など、
家庭の事情に合わせて必要な
ものを追加しましょう。

▶最低でも3日分、できれば1週間分の食料、飲料水(1人当た
り1日3リットルが目安)などを備蓄しておくことも大切です。

▶高齢者・障がい者・妊産婦・外国人など、特定の人だけが必要とするものは、支援する側
も気付きにくく配給されないことがあります。自分自身で備えておくことが必要です。

い
つ
か
く
る
そ
の
日
の
た
め
に

5

4

3
2
1

警戒レベル危険度

低い

高い

避難情報等状況 住民が取るべき行動

緊急安全確保※１災害発生または切迫 命の危険ただちに安全確保

警戒レベル４までに必ず避難！

避難指示災害のおそれ高い 危険な場所から全員避難

高齢者など避難※2災害のおそれあり 危険な場所から高齢者などは避難

大雨・洪水注意報（気象庁）など気象状況悪化 自らの避難行動を確認

早期注意情報（気象庁）今後気象状況悪化おそれ 災害への心構えを高める

※1）災害の状況を確実に把握できるものではないといった理由から、警戒レベル5は必ず発令されるものではありません。

※2）警戒レベル3は、高齢者でない人も必要に応じ避難の準備を始め、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。
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６月２日に発生した大雨による土砂崩れの現場。復旧作業を行う作業員の姿を写真左下に確認できる。
（吉野山の林道吉野大峯線・７月５日撮影）

防災マップの確認

01

防災マップには台風、豪雨などの自然災害が
発生した場合の被害の予測や、避難に必要な
情報が掲載されています。

●自宅のある場所や近隣の土砂災害警戒
区域・洪水浸水想定区域などを確認

●災害の種類に応じた、自宅に近い避難所
を確認

●防災マップは町ホーム
　ページにも掲載
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マイ・タイムライン（事前防災行動計画）

02

マイ・タイムラインとは余裕をもって安全に避
難するため、自分自身がとる避難行動をあら
かじめ決めたものです。

●洪水や土砂災害が想定される場所を避
けて避難できるよう、経路を決める。

●家庭や地域で話し合いながら、実際に避
難経路を歩き、家族構成や生活環境に
合った行動を検討しておく。

地域のつながりを大切に

03自分や家族の身は自分たちで守る「自助」、近

隣住民など地域で助け合う「共助」が、災害に

よる被害を小さくする大きな力となります。ま

た、身の回りの人を助けるためには自分自身

が無事であることが大事です。「自助」があっ

ての「共助」となります。いつ来るかわからな

い災害に備えるため、普段から地域のつなが

りを大切にしましょう。

準備はできていますか？～災害に備えて～

自分と家族

地域・町内会
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